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 学　　　事 

■ 平成24年度医学博士授与者

前期〔平成24年９月授与〕

氏　　名 学　　位　　論　　文　　名
坪井　栄俊 心拍動下冠動脈バイパス術における塩酸ラン

ジオロールおよび心房ペーシングの影響に関
する検討

小野澤寿志 大腸癌における Annexin A１高発現の抗癌
剤耐性獲得への関与

勝見　明彦 統合失調症の認知機能障害に対する認知機能
リハビリテーションの効果

森　　弥生 Toxic Effects of Nicotinamide Methylation 
on Mouse Brain Striatum Neuronal Cells 
and its Relation to Manganese
（ニコチンアミドのメチル化がマウス脳線条
体細胞に及ぼす毒性とマンガンとの関連）

谷　亜希子 Tracheal regeneration using a collagen 
vitrigel sponge scaffold containing basic 
fi broblast growth factor
（繊維芽細胞増殖因子を添加したコラーゲン
ビトリゲルスポンジを用いた気管再建）

齋藤　広信 原発性胆汁性肝硬変患者における Line 
immunoassay を用いた自己抗体の検出と臨
床的意義に関する研究

加藤　成樹 特定神経回路の機能制御技術の開発と行動生
理学的解析

武山　　彩 Rhinovirus Load and Disease Severity in 
Children with Lower Respiratory Tract 
Infections
（小児下気道炎患児におけるライノウイルス
感染の重症化とウイルス量の検討）

 人　　　事 
（平成24年８月２日～平成25年２月１日）

◎新任教授等
　採用　24.11.１　創薬関連トランスレーショナルリサーチ部門
 教授　渡邉　慎哉
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 教授　片平　清昭
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 教授　磯貝　隆夫

　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー
チセンター 教授　渡邉　慎哉

　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー
チセンター 教授　家村俊一郎

　組織改正　24.11.20　法人 教授　山下　俊一
　組織改正　24.11.20　公衆衛生学講座  教授　安村　誠司
　組織改正　24.11.20　放射線生命科学講座 教授　坂井　　晃
　組織改正　24.11.20　器官制御外科学講座 教授　鈴木　眞一
　組織改正　24.11.20　産科婦人科学講座 教授　藤森　敬也
　組織改正　24.11.20　小児科学講座 教授　細矢　光亮
　組織改正　24.11.20　放射線健康管理学講座 教授　大津留　晶
　組織改正　24.11.20　放射線医学県民健康管理センター
 特命教授　松井　史郎
　組織改正　24.11.20　放射線医学県民健康管理センター
 特命教授　柴田　義貞
　組織改正　24.11.20　放射線医学県民健康管理センター
 特命教授　松井　秀幸
　昇任　24.12.１　眼科学講座 教授　石龍　鉄樹
　採用　25.１.１　腫瘍生体エレクトロニクス講座
 教授　柴田　昌彦
　昇任　25.１.１　神経精神医学講座 教授　矢部　博興
　採用　25.２.１　放射線医学県民健康管理センター
 教授　大平　哲也
◎新任准教授
　採用　24.11.１　創薬関連トランスレーショナルリサーチ部門
 准教授　今井　順一
　採用　24.12.１　先端臨床研究センター 准教授　原　　孝光
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 准教授　江崎　淳二
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 准教授　今井　順一
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 准教授　高木　基樹
　組織改正　24.11.20　神経精神医学講座 准教授　矢部　博興
　組織改正　24.11.20　臨床腫瘍センター 准教授　石田　　卓
　採用　25.１.１　腫瘍生体エレクトロニクス講座
 准教授　志村　龍男
　採用　25.１.１　不整脈先端治療学講座 准教授　鈴木　　均
　採用　25.２.１　放射線生命科学講座 准教授　津山　尚宏
◎新任講師
　昇任　24.９.１　生化学講座 講師　苅谷　慶喜
　採用　24.10.１　創薬関連トランスレーショナルリサーチ部門
 講師　白鳥　秀一
　採用　24.10.１　基礎病理学講座 講師　井村　徹也
　採用　24.10.１　公衆衛生学講座 講師　岩佐　　一
　採用　24.10.１　会津医療センター準備室 講師　金子　明代
　昇任　24.10.１　免疫学講座 講師　高橋　　実
　昇任　24.10.１　脳神経外科学講座 講師　岸田　悠吾
　学内異動　24.10.１　産科婦人科学講座 講師　菅沼　亮太
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　採用　24.11.１　創薬関連トランスレーショナルリサーチ部門
 講師　伊藤　恵美
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 講師　伊藤　恵美
　学内異動　24.11.20　 医療－産業トランスレーショナルリサー

チセンター 講師　白鳥　秀一
　昇任　24.12.１　放射線医学講座 講師　石井　士朗
　昇任　25.１.１　循環器・血液内科学講座 講師　野地　秀義
　採用　25.２.１　会津医療センター準備室 講師　久村　正樹

■ 新任あいさつ 

　　　　　　　副学長就任のご挨拶

副学長（業務）　　　　　　　

福　原　俊　一　　

　昨年の10月１日に副学長を拝命しました福原です。どう
ぞよろしく御願い申しあげます。
　大震災からちょうど２年を経過した今も、県内では慢性
的な住民の不安や医療者不足が慢性的に続いています。そ
の中で、県医療の最後の砦である福島県立医大に踏み留ま
り、県民の命を守っておられる全ての職員の方々に心から
敬意を表します。私に何ができるという訳ではありません
が、臨床研究人材育成と研究成果の発信のためにささやか
なお手伝いをさせていただく所存です。
　医師としての「心」、「技」そして「研究力」の３者を併
せもった良き臨床医を一人でも多く育成し、定着させるこ
とを目標としています。さらに県外からも、心と技をもっ
た医師に来ていただくための方略を提案してまいりました。
　具体的には、学長直属の組織として「臨床研究イノベー
ションセンター」を立ち上げ、その中で「臨床研究フェ
ローシップ」を開始する計画です。またその先駆けとして、
今年の７月26～28日には、県外の若手医師を対象に、合
宿形式の「會津日新館 臨床研究デザイン塾」を開催する
予定です（土湯温泉）。ともすると荒唐無稽と受け取られ
がちなこのような企画に対して、真摯にお耳を傾け下さり、
迅速に御意見とご判断をいただいている理事会、事務局は
じめ本学の全ての方々に心より御礼申しあげる次第です。
　今後ともご指導ご助言をどうぞよろしく御願い申しあげ
ます。また報告させていただきます。
　末筆ながら、皆様のご健康とご活躍を心よりお祈り申し
あげます。

　　　　　　　ご　挨　拶

医学部神経精神医学講座　　　　　　 　

主任教授　矢　部　博　興　　

　平成25年１月１日付けで、神経精神医学講座の主任教授
を拝命いたしましたので、御挨拶申し上げます。私は須賀
川市の生まれですが、弘前大学進学後、青森県の医療に携
わってまいりました。そして５年前に福島医大に着任し、
皆さまに温かく迎え入れて頂きました。しかし、３年目
に発生した東日本大震災によって、のどかで豊饒なわが故
郷の様相は一変してしまいました。震災後に当教室は、病
院機能を完全に失った相双地域に対して、近代的なアウト
リーチ精神医療を導入して参りましたが、この逆転の発想
と先進性は世界的にも注目されております。チェルノブイ
リ事故のWHO報告書では、メンタルヘルスが地域保健最
大の問題であったと述べられております。従って、私の使
命は、世界と歴史の評価に耐えうる精神医療を提供し、何
よりも、それを支える多くの人材を育てることであると考
えております。本年から、精神疾患を加えた「５疾病・５
事業」の国の医療計画も進められます。中でも精神疾患患
者数は、最も多く320万人を超えます。厚労省は、増加す
るうつ病・認知症、長期入院の大半を占める統合失調症に
重点を置いてきております。さらに、他科との連携による
リエゾン精神医療の重要性も増しております。一方、これ
からの精神科はより客観的な検査法の開発による精神医療
を目指すべきと考えます。うつ病における光トポグラフィ
検査、統合失調症におけるMMN 検査などの先進的研究
をさらに進め、当教室が有する日本初のブレインバンクの
維持・発展にも努める所存です。どうかご支援ご指導のほ
どよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　ご　挨　拶

医学部眼科学講座　　　　　　　　

部長　石　龍　鉄　樹　　

　平成24年12月より、福島県立医科大学付属病院眼科部長
を拝命いたしましたのでご挨拶申し上げます。
　眼科は、福島県内の眼科医療の要として瞼（まぶた）か
ら視神経にいたるまで広く眼科領域の診断治療を行ってお
ります。特に、黄斑、網膜硝子体疾患に力を入れており、
県内外から多くの患者さんが受診されています。スペクト
ラルドメイン光干渉断層計（OCT）や走査レーザー検眼
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鏡（SLO）など最新の診断機器を駆使し、網膜を高解像度
３次元評価することにより正確な診断を行うことを基本と
しています。黄斑疾患の治療では加齢黄斑変性の治療に力
を入れています。加齢黄斑変性は、最近日本人に急増して
おり、日本の失明原因の４位です。加齢黄斑変性に対する
治療はここ数年で飛躍的に進歩しました。当科ではいち早
く生物学的製剤の眼内投与を開始し、現在その治療件数は
全国でも屈指となっています。豊富な臨床経験に基づいた
治療により、安心して治療を受けていただける体制をとっ
ております。他にも多色レーザーによる網膜光凝固や光線
力学療法（PDT）などにより種々の黄斑疾患を治療して
います。
　福島県の糖尿病有病率は全国でも上位と言われています。
糖尿病から起こる糖尿病網膜症は現在の失明原因の２位で、
眼科でも重要な疾患です。糖尿病網膜症で、目の中に大き
な出血を起こしたり（硝子体出血）、網膜剥離を起こした
場合は、硝子体切除術という手術が最終的な治療手段とな
ります。当科では約0.3㎜の小さな傷口から手術をするこ
とができる小切開硝子体手術を導入し、早期の視力回復を
目指しています。患者さんの多様な要望に応えるため、眼
腫瘍、小児眼科、斜視弱視、角膜、緑内障、神経眼科など
の特殊外来を設けて、専門の眼科医がそれぞれの疾患、患
者さんに適した治療を行っています。最近はロービジョン
外来も開設し、十分な視力回復を得られなかった方の生活
復帰、社会復帰の支援にも力を入れています。
　震災後、健康不安が続いておりますが、眼科は見えるこ
との喜びを通して県民の皆様の安全、安心に貢献したいと
考えておりますので何とぞ宜しくお願い申し上げます。

 諸規程改正 

■ 平成24年８月から平成25年１月までの
　 主な諸規程の制定改廃関係
○ 「公立大学法人福島県立医科大学理事長付特命教員就業
規則」の一部改正

　　（平成24年８月29日制定・平成24年８月29日施行）
　 　給与について、理事長が職務経験等を勘案し必要と認
める場合も、副学長の職を兼ねる場合と同様としました。

○ 「公立大学法人福島県立医科大学託児所運営要綱」の一
部改正

　　（平成24年９月11日制定・平成24年10月１日施行）
　 　要望のあった託児所の昼間の開始時間を７時15分から
とし、24時間保育の終了時間を７時15分としました。ま
た、託児料と有料延長託児料、24時間保育託児料及び一
時保育託児料の納入期限を分けて定めました。

○ 「公立大学法人福島県立医科大学諸料金規程」の一部改
正
　　（平成24年８月31日制定・平成24年９月１日施行）
　　（平成24年10月１日制定・平成24年10月１日施行）
　 　本学でも８月より実施することが認められた「術後の
ホルモン療法及び S １内服投与の併用療法」について
料金設定を行いました。（９月１日施行分）

　 　先進医療に係る使用料等に定められていた「インプラ
ント義歯」「超音波骨折治療法」について、平成24年４
月の診療報酬改定により健康保険の適用となった事から、
表内より除外しました。（10月１日施行）
○ 「公立大学法人福島県立医科大学臨床研修医就業規則」
の一部改正
　　（平成24年10月15日制定・平成25年４月１日施行）
　 　臨床研修医の赴任旅費の支給を可能とする改正を行い
ました。
○ 「公立大学法人福島県立医科大学寄附講座に関する規
程」の一部改正
　　（平成24年10月31日制定・平成24年10月31日施行）
　 　法人の責による廃止手続きについて定め、これに伴う
寄附者の意向確認、寄附金残額の取り扱いについても明
記しました。
○ 「公立大学法人福島県立医科大学組織及び運営規程」の
一部改正
　　（平成24年11月20日制定・平成24年11月20日施行）
　 　復興に向けた医療の拠点となるふくしま国際医療科学
センターを設置し、下部組織として放射線医学県民健康
管理センターを置き、新たに先端臨床研究センター及び
医療―産業トランスレーショナルリサーチセンターを設
置、法人の内部組織として、ふくしま国際医療科学セン
ター整備運営本部を追加しました。
○ 「公立大学法人福島県立医科大学ふくしま国際医療科学
センター整備運営本部要綱」の制定
　　（平成24年11月20日制定・平成24年11月20日施行）
　 　ふくしま国際医療科学センターの運営、整備事業等に
係る審議機関であるふくしま国際医療科学センター整備
運営本部の業務について必要事項を定めました。
○ 「福島県立医科大学医学部教授適任者選考規程」の一部
改正
　　（平成24年11月21日制定・平成24年11月21日施行）
　 　ふくしま国際医療科学センターに関連する講座の教授
適任者の選考については、別に定める旨を追記しました。
○ 「福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センターに関
連する講座の教授適任者選考要綱」の制定
　　（平成24年11月21日制定・平成24年11月21日施行）
　 　新たに設置されたふくしま国際医療科学センターでの
業務に関連する講座教授適任者を選考手続きについて定
めました。
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○ 「公立大学法人福島県立医科大学女性研究者研究活動支
援事業外部評価委員会設置要綱」の制定

　　（平成24年12月13日制定・平成24年12月13日施行）
　 　文部科学省より採択された女性研究者研究活動支援事
業について、適切な運営や事業の進捗状況の評価、助言
及び指導等を行う外部評価委員会を設置しました。

○ 「公立大学法人福島県立医科大学附属病院連携協力病院
要綱」の制定

　　（平成24年12月６日制定・平成24年12月６日施行）
　 　地域の医療機関との機能の分担と連携をさらに推進し、
患者に継続性のある適切な医療を提供するため、附属病
院と連携協力病院との関係を明確にしました。

○「福島県立医科大学学則」の一部改正
　　（平成24年11月19日制定・平成25年４月１日施行）
　　（平成25年１月９日制定・平成25年１月９日施行）
　 　医学部入学定員の増員について、文部科学省より認め
られたことから、定員を125名から130名とする改正を行
いました。（平成25年４月１日施行）

　 　内部組織にふくしま国際医療科学センターを追加しま
した。（平成25年１月９日施行）

○ 「公立大学法人福島県立医科大学が保有する公文書の開
示等に関する規程」の制定

○ 「公立大学法人福島県立医科大学情報公開事務取扱要
綱」の制定

○ 「公立大学法人福島県立医科大学が取り扱う個人情報の
保護等に関する規程」の制定

○ 「公立大学法人福島県立医科大学個人情報保護事務取扱
要綱」の制定

　　（平成24年12月１日制定・平成24年12月１日施行）
　 　従来は県の規則を準用する形で運用していた情報公開
に関する規定について、新たに法人独自の規定を整備し
ました。

○ 「福島県立医科大学附属病院放射線安全管理委員会設置
要綱」の制定

　　（平成25年１月28日制定・平成25年１月28日施行）
　 　附属病院における放射線障害の発生を防止し、安全の
確保を目的とする附属病院放射線安全管理委員会を設置
し、必要事項を定めました。

○ 「公立大学法人福島県立医科大学研修生（実地修練）規
程」の制定

　　（平成25年１月16日制定・平成25年１月16日施行）
　 　医師法第11条第２号の規定による診療及び公衆衛生に
関する実地修練を本学で行う研修生に関する事項を定め
ました。

役員会・経営審議会・ 
 教育研究審議会・医学部 
 教授会　　　　　　　　 

■ 役員会
【平成24年９月26日　第７回役員会】
○副学長（業務担当）の採用について
　　次のとおり、副学長が就任した旨報告があった。
　（副学長就任者）
　　福原　俊一（理事長付特命教授・非常勤）
　　任期は、平成24年10月１日から平成25年３月31日まで。

【平成24年10月31日　第８回役員会】
○寄附講座の設置
　 　次のとおり、新たな寄附講座を設置することが承認さ
れた。
　（名称）
　　不整脈先端治療学講座
　（設置期間）
　　平成25年１月～平成27年12月（３年間）
　（研究テーマ）
　　不整脈の最先端診療体制の構築

【平成24年11月28日　第９回役員会】
○寄附講座の設置
　 　次のとおり、新たな寄附講座を設置することが承認さ
れた。
　（名称）
　　腫瘍生体エレクトロニクス講座
　（設置期間）
　　平成25年１月～平成27年12月（３年間）
　（研究テーマ）
　　 がん患者の免疫化学療法及び関連する生体計測に関す

る研究

■ 経営審議会
【平成24年12月25日　第３回経営審議会】
○ 公立大学法人福島県立医科大学諸料金規程の一部改正に
ついて
　 　PET-MRI の導入に伴う保険診療適応外料金の設定に
係る「公立大学法人福島県立医科大学諸料金規程」の一
部改正について諮られ承認された。
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■ 教育研究審議会
【平成24年12月25日　第３回教育研究審議会】
○福島県立医科大学学則の一部改正について
　 　本学の附属施設として「ふくしま国際医療科学セン
ター」が新設されたことに伴う改正案が審議され、原案
のとおり承認された。

■ 医学部教授会
【平成24年10月17日　定例教授会】
○平成25年度医学部入学定員増計画について
　 　県内の医師不足への対応のため、平成25年度の医学部
入学定員を125名から130名へ増員することが諮られ承認
された。

 雑　　　報 

■  ふくしま国際医療科学センターの発足
　 について
　平成23年３月11日に本県を襲った東日本大震災と原子力
発電所事故は、本学に新たな歴史的使命を課しました。
　それは、福島県民の放射線被ばくに対する不安を払拭し、
長期にわたり健康を見守ることであります。このため、復
興に向けた医療の拠点を整備し、運営するための基本構
想を策定するとともに、「ふくしま国際医療科学センター」
を平成24年11月に設立しました。基本構想は下記ＨＰに掲
載していますので御覧ください。
http://www.fmu.ac.jp/univ/chiiki/hukkou/index.html

■ 活動記録集の発行について
　東日本大震災、それに続く東京電力福島第一原子力発電
所の事故により、福島県民は未曾有の被害を受けました。
　この大災害に直面し、本学においては、各方面からのご
支援をいただきながら、県民の救済に真剣に取り組んでま
いりました。現在も、福島県の復興に向けた取り組みを続
けております。
　大災害から１年半が経過した平成24年12月、本学
ではそれらの活動記録を残し、後世に伝える記録集
（FUKUSHIMA　フクシマいのちの最前線　東日本大震災
の記録集）を制作・発行いたしました。
　こちらは現在、ホームページ上にデジタルブックとして
掲載されております。
http://www.fmu.ac.jp/univ/chiiki/dbook.html

■ 福島県立医科大学主催「放射線健康リスク
 　管理福島国際学術会議」の開催について

　平成25年２月25日から27日、福島ビューホテルにおいて、
福島県立医科大学の主催で「放射線健康リスク管理福島国
際学術会議」が開催された。演者、傍聴者、取材者、４つ
の国際機関を含め、９か国から155名が参加した。インター
ネット同時中継も行われ、世界中から同時傍聴された。
　初日は、これまで福島への取り組みを行ってきている福
島県立医大学、長崎大学、広島大学、放射線医学総合研究所、
放射線影響研究所などから、取り組み状況及びそこから得
た研究成果についてプレゼンテーションがあった。福島県
立医科大学からは、事故後の初期医療対応や県民健康管理
調査の進捗状況についてプレゼンテーションを行った。２
日目は、ベラルーシ、ウクライナ、ロシア、米の専門家から、
チェルノブイリの経験についてのプレゼンテーションをし
ていただいたほか、「科学と責任」と題した討論も行われた。
３日目は、放射線健康リスク管理についての海外演者から
のプレゼンテーションや、「福島の教訓と将来の取り組み
への提言」と題する最終討論が行われた。
　今年秋ごろ、再び福島で、IAEAと福島県医大との共催
にて次の国際会議を行うことが発表された。
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所
　
　
　
　
　
　
属

職
氏
　
　
名

研
究
種
目
名

課
題
番
号

研
　
　
　
　
究
　
　
　
　
課
　
　
　
　
題
　
　
　
　
名

医
学
部

医
療
人
育
成
・
支
援
セ
ン
タ
ー

准
教
授

石
川
　
和
信

基
盤
研
究
（
C）

24
59
08
93

循
環
器
疾
患
に
お
け
る
高
齢
者
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
臨
床
的
意
義
の
解
明

医
学
部

医
療
人
育
成
・
支
援
セ
ン
タ
ー

助
　
教

大
島
　
謙
吾

若
手
研
究
（
B）

23
79
09
16

肺
結
核
症
に
お
け
る
抗
結
核
薬
血
中
濃
度
測
定
の
有
用
性
の
検
討

医
学
部

医
療
人
育
成
・
支
援
セ
ン
タ
ー

助
　
教

本
谷
　
　
亮

若
手
研
究
（
B）

24
73
05
86

慢
性
疼
痛
の
症
状
維
持
モ
デ
ル
に
基
づ
く
認
知
行
動
療
法
の
効
果
:主
観
的
評
価
と
脳
機
能
の
観
点
か
ら

医
学
部

医
療
人
育
成
・
支
援
セ
ン
タ
ー

助
　
手

菅
原
亜
紀
子

若
手
研
究
（
B）

24
79
05
06

困
難
な
医
療
面
接
‘
悪
い
知
ら
せ
’
に
要
求
さ
れ
る
医
師
側
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
の
研
究

医
学
部

神
経
解
剖
・
発
生
学
講
座

教
　
授

八
木
沼
洋
行

基
盤
研
究
（
C）

24
50
04
14

発
生
早
期
に
特
定
の
運
動
神
経
に
起
こ
る
細
胞
死
を
決
定
す
る
転
写
因
子
の
解
明

医
学
部

解
剖
・
組
織
学
講
座

教
　
授

和
栗
　
　
聡

基
盤
研
究
（
B）

24
39
00
48

オ
メ
ガ
ソ
ー
ム
細
管
構
造
の
研
究
－
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
の
形
態
学
と
分
子
機
能

医
学
部

解
剖
・
組
織
学
講
座

教
　
授

和
栗
　
　
聡

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
90
88

癌
細
胞
の
生
存
戦
略
に
関
与
す
る
新
規
細
胞
膜
ド
メ
イ
ン
構
造
の
解
析

医
学
部

解
剖
・
組
織
学
講
座

講
　
師

亀
高
　
　
諭

基
盤
研
究
（
C）

24
57
01
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シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
用
い
た
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
/
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
関
連
オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
形
成
機
構
の
解
明

医
学
部

細
胞
統
合
生
理
学
講
座

准
教
授

勝
田
新
一
郎

基
盤
研
究
（
C）

23
50
05
22

末
梢
動
脈
圧
脈
波
か
ら
中
心
血
圧
の
新
た
な
推
定
法
の
検
討

医
学
部

神
経
生
理
学
講
座

講
　
師

高
橋
　
和
巳

基
盤
研
究
（
C）

23
59
02
81

青
斑
核
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
選
択
的
破
壊
法
を
用
い
た
睡
眠
・
覚
醒
の
神
経
機
構
の
解
明

医
学
部

生
化
学
講
座

教
　
授

橋
本
　
康
弘

新
学
術
領
域
研
究

（
研
究
領
域
提
案
型
）

24
11
05
11

神
経
細
胞
の
糖
鎖
認
識
に
よ
る
髄
液
糖
タ
ン
パ
ク
質
の
直
接
取
り
込
み
機
構
の
解
析

医
学
部

生
化
学
講
座

教
　
授

橋
本
　
康
弘

基
盤
研
究
（
C）

23
59
03
67

形
態
学
的
診
断
が
困
難
な
中
枢
神
経
疾
患
の
生
化
学
マ
ー
カ
ー
の
探
索

医
学
部

生
化
学
講
座

助
　
教

伊
藤
　
浩
美

若
手
研
究
（
B）

23
77
01
34

糖
ペ
プ
チ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
活
用
し
た
構
造
解
析
へ
の
応
用

医
学
部

生
化
学
講
座

助
　
教

苅
谷
　
慶
喜

若
手
研
究
（
B）

23
79
03
73

α
6β
4
イ
ン
テ
グ
リ
ン
に
よ
る
癌
の
悪
性
形
質
発
現
機
序
の
解
明

医
学
部

免
疫
学
講
座

教
　
授

関
根
　
英
治

基
盤
研
究
（
C）

23
59
14
42

転
写
因
子
IR
F4
は
自
己
免
疫
疾
患
に
お
け
る
肉
芽
腫
の
形
成
に
関
与
す
る

医
学
部

免
疫
学
講
座

助
　
教

高
橋
　
　
実

基
盤
研
究
（
C）

23
59
03
42

補
体
関
連
分
子
M
A
SP
-1
に
よ
る
新
規
な
D
因
子
活
性
化
機
構

医
学
部

免
疫
学
講
座

助
　
教

町
田
　
　
豪

若
手
研
究
（
B）

23
79
05
42

補
体
セ
リ
ン
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
M
A
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-1
を
標
的
と
し
た
ル
ー
プ
ス
腎
炎
の
新
規
治
療
戦
略

医
学
部

薬
理
学
講
座

教
　
授

木
村
　
純
子

基
盤
研
究
（
C）

24
59
03
25

芍
薬
甘
草
湯
が
抗
癌
薬
パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
の
副
作
用
を
緩
和
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究

医
学
部

薬
理
学
講
座

准
教
授

亀
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色
摩
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生
基
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研
究
（
C）
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14
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骨
髄
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形
成
症
候
群
の
血
球
機
能
不
全
に
対
す
る
治
療
標
的
機
構
の
解
明

医
学
部

薬
理
学
講
座

助
　
教

三
坂
　
眞
元

若
手
研
究
（
B）

23
79
06
05

ナ
ド
ロ
ー
ル
を
用
い
た
薬
物
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
介
す
る
薬
物
相
互
作
用
の
イ
ン
ビ
ボ
評
価
法
の
確
立

医
学
部

薬
理
学
講
座

助
　
教

谷
田
部
淳
一

若
手
研
究
（
B）

23
79
09
49

腎
産
生
GA
BA
の
分
泌
調
節
が
、
高
血
圧
の
成
因
維
持
に
果
た
す
役
割
の
解
明

医
学
部

薬
理
学
講
座

助
　
教

谷
田
部
　
緑

若
手
研
究
（
B）

23
79
09
50

腎
臓
の
カ
ル
シ
ウ
ム
輸
送
体
の
発
現
調
節
と
リ
ン
代
謝

医
学
部

微
生
物
学
講
座

教
　
授

錫
谷
　
達
夫

挑
戦
的
萌
芽
研
究

23
65
93
34

生
き
て
い
る
が
培
養
で
き
な
い
菌
（
V
BN
C）
の
検
出
法
開
発
と
食
品
衛
生
に
及
ぼ
す
影
響

医
学
部

微
生
物
学
講
座

助
　
教

生
田
　
和
史

若
手
研
究
（
B）

22
79
10
34

先
天
性
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
顕
性
感
染
へ
と
至
る
リ
ス
ク
判
定
法
の
開
発

医
学
部

基
礎
病
理
学
講
座

教
　
授

千
葉
　
英
樹

挑
戦
的
萌
芽
研
究

23
65
91
87

タ
イ
ト
結
合
膜
貫
通
分
子
オ
ク
ル
デ
ィ
ン
を
標
的
と
し
た
C
型
肝
炎
の
新
規
治
療
法
の
開
発

医
学
部

基
礎
病
理
学
講
座

准
教
授

杉
野
　
　
隆

基
盤
研
究
（
C）

24
50
13
18

S1
00
A
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の
分
子
機
能
解
析
と
乳
癌
の
診
断
・
治
療
へ
の
応
用

医
学
部

基
礎
病
理
学
講
座

講
　
師

井
村
　
徹
也

基
盤
研
究
（
C）

22
50
03
13
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A
P
陽
性
神
経
幹
細
胞
に
由
来
す
る
海
馬
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
ス
ト
レ
ス
脆
弱
性
の
分
子
基
盤

医
学
部

基
礎
病
理
学
講
座

助
　
教

冨
川
　
直
樹

若
手
研
究
（
B）

24
79
03
90

幹
細
胞
の
上
皮
分
化
過
程
に
お
け
る
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
-6
シ
グ
ナ
ル
の
機
能

医
学
部

衛
生
学
・
予
防
医
学
講
座

教
　
授

福
島
　
哲
仁

基
盤
研
究
（
C）

21
59
06
57

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
発
症
へ
の
重
金
属
の
関
与
を
探
る
疫
学
及
び
実
験
研
究

医
学
部

衛
生
学
・
予
防
医
学
講
座

助
　
手

辻
　
　
雅
善

若
手
研
究
（
B）

24
79
05
89

毛
髪
を
用
い
た
飲
酒
履
歴
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
確
立

■
 平
成
24
年
度
　
科
学
研
究
費
補
助
金
採
択
状
況
（
研
究
代
表
者
） 
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医
学
部

公
衆
衛
生
学
講
座

教
　
授

安
村
　
誠
司

基
盤
研
究
（
B）

23
39
01
75

介
護
予
防
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
す
る
包
括
的
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
検
証

医
学
部

公
衆
衛
生
学
講
座

講
　
師

山
崎
　
幸
子

若
手
研
究
（
B）

23
70
08
02

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
を
強
化
す
る
家
族
特
性
の
解
明
:支
援
策
検
討
の
た
め
の
地
域
縦
断
研
究

医
学
部

公
衆
衛
生
学
講
座

講
　
師

岩
佐
　
　
一

若
手
研
究
（
B）

23
79
06
83

地
域
在
住
後
期
高
齢
者
に
お
け
る
余
暇
活
動
と
認
知
機
能
維
持
の
因
果
関
係
に
関
す
る
長
期
追
跡
調
査

医
学
部

公
衆
衛
生
学
講
座

研
究
員

中
野
　
匡
子

基
盤
研
究
（
C）

23
59
08
04

家
族
と
同
居
す
る
高
齢
者
の
孤
立
が
心
身
に
与
え
る
影
響
と
支
援
方
策
の
検
討

医
学
部

法
医
学
講
座

教
　
授

平
岩
　
幸
一

基
盤
研
究
（
C）

22
59
06
39

緊
縛
性
シ
ョ
ッ
ク
マ
ウ
ス
に
お
け
る
多
臓
器
不
全
因
子
の
分
子
生
物
学
的
解
析

医
学
部

法
医
学
講
座

助
　
教

加
藤
　
菜
穂

若
手
研
究
（
B）

23
79
20
78

下
肢
虚
血
再
還
流
障
害
の
病
態
解
析
～
新
た
な
治
療
法
開
発
を
目
指
し
て
～

医
学
部

放
射
線
生
命
科
学
講
座

准
教
授

津
山
　
尚
宏

基
盤
研
究
（
C）

24
61
90
04

ピ
エ
ゾ
振
動
ナ
ノ
CI
に
よ
る
低
極
性
分
子
標
的
Li
ve
Si
ng
le
-c
el
lM
S
法
の
開
発

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

教
　
授

竹
石
　
恭
知

基
盤
研
究
（
C）

24
59
11
00

抗
加
齢
に
着
目
し
た
難
治
性
心
不
全
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
の
開
発

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

教
　
授

小
川
　
一
英

基
盤
研
究
（
C）

22
59
07
90

心
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
に
対
す
る
IC
D
併
用
自
己
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
有
用
性
の
検
討

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

野
地
　
秀
義

基
盤
研
究
（
C）

22
59
10
67

PN
H
に
お
け
る
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
療
法
の
可
能
性

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

講
　
師

中
里
　
和
彦

基
盤
研
究
（
C）

24
59
10
64

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
急
性
冠
症
候
群
の
病
態
解
明
と
早
期
診
断
確
立
に
向
け
た
研
究

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

池
田
　
和
彦

基
盤
研
究
（
C）

24
59
14
05

H
M
GA
2の
造
血
器
腫
瘍
異
常
ク
ロ
ー
ン
拡
大
・
増
殖
に
お
け
る
役
割
の
解
明

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

松
本
　
勇
人

若
手
研
究
（
B）

24
79
09
80

急
性
骨
髄
性
白
血
病
に
お
け
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
予
後
予
測
遺
伝
子
セ
ッ
ト
の
探
索

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

及
川
　
雅
啓

若
手
研
究
（
B）

23
79
08
67

慢
性
心
不
全
に
対
す
る
新
た
な
治
療
戦
略
－
PD
E3
A
過
剰
発
現
マ
ウ
ス
に
よ
る
検
討
－

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

鈴
木
　
　
聡

若
手
研
究
（
B）

23
79
08
66

心
筋
細
胞
傷
害
に
対
す
る
新
治
療
戦
略
：
H
M
GB
1
マ
ウ
ス
を
用
い
た
検
討

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
教

上
岡
　
正
志

基
盤
研
究
（
C）

24
59
10
65

自
律
神
経
叢
修
飾
に
よ
る
新
し
い
心
房
細
動
治
療
戦
略
の
開
発

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

助
　
手

佐
藤
　
崇
匡

若
手
研
究
（
B）

23
70
06
13

慢
性
心
不
全
患
者
に
お
け
る
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

医
学
部

循
環
器
・
血
液
内
科
学
講
座

研
究
員

七
島
　
　
勉

基
盤
研
究
（
C）

22
59
10
44

新
た
な
手
法
に
よ
る
PN
H
ク
ロ
ー
ン
の
拡
大
抑
制
に
関
す
る
基
礎
的
検
討

医
学
部

消
化
器
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
学
講
座

教
　
授

大
平
　
弘
正

基
盤
研
究
（
C）

24
59
09
87

自
己
免
疫
性
肝
炎
に
お
け
る
新
規
PE
PC
K
抗
体
の
有
用
性
に
関
す
る
研
究

医
学
部

腎
臓
高
血
圧
・
糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

教
　
授

中
山
　
昌
明

基
盤
研
究
（
C）

23
59
11
96

慢
性
腎
臓
病
の
認
知
能
低
下
に
お
け
る
カ
ル
ボ
ニ
ル
ス
ト
レ
ス
の
病
態
と
治
療
に
関
す
る
研
究

医
学
部

腎
臓
高
血
圧
・
糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

准
教
授

佐
藤
　
博
亮

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
95
70

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
内
部
被
曝
が
糖
代
謝
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究

医
学
部

腎
臓
高
血
圧
・
糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

研
究
員

渡
辺
　
英
綱

基
盤
研
究
（
C）

22
50
06
20

リ
ジ
リ
エ
ン
シ
ー
の
評
価
お
よ
び
育
成
に
よ
る
有
効
な
生
活
習
慣
介
入
法

医
学
部

神
経
内
科
学
講
座

教
　
授

宇
川
　
義
一

基
盤
研
究
（
B）

22
39
01
81

新
し
い
磁
気
刺
激
（
Q
PS
）
に
よ
る
神
経
疾
患
治
療
の
開
発
:そ
の
基
礎
生
理
と
臨
床
応
用

医
学
部

神
経
内
科
学
講
座

助
　
教

小
林
　
俊
輔

基
盤
研
究
（
C）

23
50
03
93

中
枢
神
経
モ
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
意
思
決
定

医
学
部

神
経
内
科
学
講
座

助
　
教

榎
本
　
　
雪

基
盤
研
究
（
C）

21
59
11
16

不
均
一
連
発
磁
気
刺
激
の
て
ん
か
ん
に
対
す
る
臨
床
応
用
お
よ
び
そ
の
生
理
学
的
検
討

医
学
部

呼
吸
器
内
科
学
講
座

教
　
授

棟
方
　
　
充

挑
戦
的
萌
芽
研
究

23
65
94
36

軽
微
な
線
維
化
肺
を
用
い
た
網
羅
的
遺
伝
子
発
現
解
析
に
よ
る
特
発
性
肺
線
維
症
の
病
態
・
病
因
解
明

医
学
部

呼
吸
器
内
科
学
講
座

講
　
師

横
内
　
　
浩

基
盤
研
究
（
C）

23
59
11
55

G
蛋
白
質
共
役
受
容
体
ア
レ
イ
を
用
い
た
新
規
肺
癌
標
的
分
子
の
探
索

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

教
　
授

後
藤
　
満
一

基
盤
研
究
（
B）

22
39
02
48

細
胞
死
回
避
に
よ
る
免
疫
寛
容
誘
導
の
機
構
解
明
と
そ
の
展
開

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

講
　
師

伊
勢
　
一
哉

基
盤
研
究
（
C）

22
59
14
12

細
胞
組
織
工
学
を
用
い
た
膵
島
細
胞
シ
ー
ト
の
多
次
元
化
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
機
能
の
構
築

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

見
城
　
　
明

基
盤
研
究
（
C）

24
59
20
35

膵
癌
患
者
に
お
け
る
骨
髄
由
来
抑
制
性
細
胞
の
影
響
と
治
療
を
介
し
た
免
疫
環
境
変
動
に
関
す
る
検
討

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

山
下
　
方
俊

基
盤
研
究
（
C）

23
59
15
07

若
年
発
症
１
型
糖
尿
病
に
対
す
る
再
生
膵
島
移
植
－
膵
島
細
胞
シ
ー
ト
の
同
種
移
植

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

石
井
　
　
証

基
盤
研
究
（
C）

23
59
18
71

若
年
発
症
１
型
糖
尿
病
に
対
す
る
再
生
膵
島
移
植
－
膵
島
細
胞
シ
ー
ト
の
異
種
移
植
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課
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医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

樫
村
　
省
吾

若
手
研
究
（
B）

23
79
15
55

食
道
癌
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
に
お
け
る
樹
状
細
胞
活
性
化
動
態
と
T
h1
7/
T
re
g
バ
ラ
ン
ス

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

穴
澤
　
貴
行

若
手
研
究
（
B）

23
79
15
54

細
胞
分
離
用
酵
素
剤
の
最
適
化
と
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
制
御
の
膵
島
移
植
へ
の
応
用

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

清
水
　
裕
史

基
盤
研
究
（
C）

24
59
18
85

膵
島
細
胞
シ
ー
ト
を
用
い
た
複
合
型
新
生
膵
島
組
織
の
開
発

医
学
部

臓
器
再
生
外
科
学
講
座

助
　
教

斎
藤
　
隆
晴

基
盤
研
究
（
C）

22
59
15
27

細
胞
死
に
と
も
な
う
H
M
GB
-1
を
標
的
と
し
た
移
植
片
長
期
生
着
効
果
の
誘
導

医
学
部

器
官
制
御
外
科
学
講
座

教
　
授

竹
之
下
誠
一

基
盤
研
究
（
C）

24
59
19
79

リ
ン
パ
節
転
移
を
予
測
す
る
新
規
大
腸
癌
マ
ー
カ
ー
の
機
能
解
析

医
学
部

器
官
制
御
外
科
学
講
座

助
　
教

中
村
　
　
泉

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
96
19

大
腸
癌
に
お
け
る
m
iR
N
A
発
現
が
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
不
安
定
性
に
よ
り
う
け
る
影
響

医
学
部

器
官
制
御
外
科
学
講
座

助
　
手

齋
藤
　
元
伸

若
手
研
究
（
B）

24
79
14
39

胃
癌
リ
ン
パ
節
転
移
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
RN
A
の
発
現
と
意
義

医
学
部

心
臓
血
管
外
科
学
講
座

講
　
師

高
瀬
　
信
弥

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
95
69

血
管
内
治
療
の
た
め
の
大
血
管
内
遊
離
血
栓
と
粥
腫
を
捕
捉
す
る
方
法
の
研
究

医
学
部

脳
神
経
外
科
学
講
座

助
　
手

岸
田
　
悠
吾

若
手
研
究
（
B）

24
79
15
14

髄
膜
腫
の
悪
性
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る

医
学
部

整
形
外
科
学
講
座

教
　
授

矢
吹
　
省
司

基
盤
研
究
（
C）

24
59
22
05

運
動
器
の
痛
み
の
客
観
的
評
価
法
と
有
用
な
治
療
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究

医
学
部

形
成
外
科
学
講
座

教
　
授

上
田
　
和
毅

基
盤
研
究
（
C）

24
59
27
17

神
経
再
生
軸
索
の
分
散
・
収
束
に
関
す
る
実
験
的
研
究

医
学
部

形
成
外
科
学
講
座

助
　
教

大河
内（
渡辺

）裕
美
若
手
研
究
（
B）

20
79
13
12

血
管
吻
合
部
付
近
の
形
状
と
開
存
率
の
検
討

医
学
部

産
科
婦
人
科
学
講
座

講
　
師

菅
沼
　
亮
太

若
手
研
究
（
B）

24
79
17
15

卵
細
胞
質
内
精
子
注
入
法
に
お
け
る
高
倍
率
下
精
子
選
別
法
の
有
効
性
・
安
全
性
に
関
す
る
基
礎
的
検
討

医
学
部

小
児
科
学
講
座

教
　
授

細
矢
　
光
亮

基
盤
研
究
（
C）

24
59
15
81

血
管
内
皮
細
胞
タ
イ
ト
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
動
的
評
価
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
関
連
急
性
脳
症
の
病
態
の
解
明

医
学
部

小
児
科
学
講
座

准
教
授

川
崎
　
幸
彦

基
盤
研
究
（
C）

23
59
15
75

腎
糸
球
体
の
障
害
再
生
過
程
に
お
け
る
M
1・
M
2
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
役
割
と
再
生
促
進
因
子
の
解
明

医
学
部

小
児
科
学
講
座

准
教
授

橋
本
　
浩
一

基
盤
研
究
（
C）

24
59
15
82

RS
V
感
染
症
克
服
を
目
指
し
た
「
RS
V
妊
婦
ワ
ク
チ
ン
」
の
基
礎
的
研
究

医
学
部

小
児
科
学
講
座

講
　
師

佐
藤
　
晶
論

基
盤
研
究
（
C）

22
59
11
87

ヒ
ト
上
気
道
細
胞
モ
デ
ル
を
用
い
た
新
規
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
複
製
機
序
の
解
明
と
そ
の
制
御

医
学
部

小
児
科
学
講
座

助
　
手

青
柳
　
良
倫

若
手
研
究
（
B）

24
79
11
14

マ
ウ
ス
胎
仔
の
心
エ
コ
ー
検
査
に
よ
る
胎
児
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
実
証
的
研
究

医
学
部

小
児
科
学
講
座

助
　
手

小
笠
原
　
啓

若
手
研
究
（
B）

23
79
12
32

臍
帯
血
中
ヒ
ト
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
レ
セ
プ
タ
ー
の
発
現
と
ス
テ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
に
関
す
る
検
討

医
学
部

小
児
科
学
講
座

博
士
研
究
員
今
村
　
　
孝

若
手
研
究
（
B）

23
79
12
31

慢
性
肺
疾
患
発
症
予
防
へ
の
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
に
よ
る
炎
症
性
細
胞
と
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
の
関
連

医
学
部

眼
科
学
講
座

助
　
手

小
島
　
　
彰

若
手
研
究
（
B）

23
79
19
96

53
2n
m
励
起
光
を
用
い
た
眼
底
自
発
蛍
光
の
定
量
的
解
析

医
学
部

皮
膚
科
学
講
座

教
　
授

山
本
　
俊
幸

基
盤
研
究
（
C）

22
59
10
79

強
皮
症
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た
、
皮
膚
硬
化
の
分
子
機
構
の
解
明
と
新
規
治
療
法
の
開
発

医
学
部

泌
尿
器
科
学
講
座

教
　
授

小
島
　
祥
敬

若
手
研
究
（
A
）

21
68
90
43

男
子
不
妊
症
に
お
け
る
転
写
因
子
複
合
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
包
括
的
解
明
と
遺
伝
子
治
療
へ
の
応
用

医
学
部

泌
尿
器
科
学
講
座

講
　
師

相
川
　
　
健

基
盤
研
究
（
C）

23
59
23
73

過
活
動
膀
胱
の
発
生
と
前
立
腺
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
解
析

医
学
部

泌
尿
器
科
学
講
座

講
　
師

宍
戸
　
啓
一

基
盤
研
究
（
C）

22
59
17
95

β
2
受
容
体
遺
伝
子
多
型
が
女
性
骨
盤
底
機
能
障
害
患
者
の
骨
盤
底
筋
収
縮
に
及
ぼ
す
影
響

医
学
部

泌
尿
器
科
学
講
座

助
　
教

石
橋
　
　
啓

基
盤
研
究
（
C）

22
59
17
73

腎
癌
に
お
け
る
RN
A
干
渉
に
よ
る
免
疫
回
避
機
構
の
解
明
と
治
療
へ
の
応
用
に
関
す
る
研
究

医
学
部

泌
尿
器
科
学
講
座

助
　
教

高
橋
　
則
雄

基
盤
研
究
（
C）

24
59
24
33

動
脈
硬
化
症
の
膀
胱
機
能
に
及
ぼ
す
長
期
的
影
響
に
つ
い
て

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

教
　
授

大
森
　
孝
一

基
盤
研
究
（
B）

22
39
03
17

iP
S
細
胞
を
用
い
た
頭
頸
部
臓
器
再
生
技
術
の
研
究
開
発

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

教
　
授

大
森
　
孝
一

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
97
51

iP
S
細
胞
由
来
気
管
上
皮
の
作
製
と
分
化
機
構
の
解
明

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

講
　
師

多
田
　
靖
宏

基
盤
研
究
（
C）

23
59
25
36

組
織
工
学
的
手
法
を
用
い
た
気
管
再
生
に
お
け
る
上
皮
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

講
　
師

横
山
　
秀
二

若
手
研
究
（
B）

22
79
16
18

気
道
領
域
に
お
け
る
ヒ
ト
脂
肪
由
来
幹
細
胞
と
多
血
小
板
血
漿
を
用
い
た
臓
器
再
生
に
関
す
る
研
究

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

講
　
師

松
井
　
隆
道

基
盤
研
究
（
C）

24
59
25
55

先
天
性
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
聴
覚
障
害
の
治
療
長
期
予
後
に
関
す
る
研
究
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医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

助
　
教

野
本
　
幸
男

基
盤
研
究
（
C）

24
59
26
04

軟
骨
細
胞
及
び
軟
骨
膜
細
胞
を
利
用
し
た
気
管
軟
骨
の
再
生
に
関
す
る
研
究

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

助
　
手

鈴
木
　
政
博

若
手
研
究
（
B）

22
79
16
17

ヒ
ト
脂
肪
由
来
幹
細
胞
の
培
養
法
の
確
立
お
よ
び
組
織
再
生
技
術
の
研
究
開
発

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

助
　
手

野
本
　
美
香

若
手
研
究
（
B）

23
79
19
18

自
家
軟
骨
細
胞
を
用
い
た
喉
頭
の
軟
骨
欠
損
部
の
再
生

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

助
　
手

谷
　
亜
希
子

若
手
研
究
（
B）

24
79
17
96

線
維
芽
細
胞
増
殖
因
子
を
用
い
た
気
管
再
建

医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

研
究
員

鈴
木
　
輝
久

若
手
研
究
（
B）

23
79
19
17

再
生
医
療
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
３
次
元
培
養
法
の
開
発

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

教
　
授

丹
羽
　
真
一

基
盤
研
究
（
C）

23
59
17
20

統
合
失
調
症
の
社
会
認
知
機
能
の
包
括
的
評
価
法
の
開
発

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

助
　
教

板
垣
俊
太
郎

若
手
研
究
（
B）

22
79
11
36

成
人
期
の
軽
度
発
達
障
害
患
者
に
お
け
る
聴
覚
性
感
覚
記
憶
の
障
害
に
関
す
る
研
究

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

助
　
教

石
川
　
大
道

若
手
研
究
（
B）

22
79
11
37

成
人
期
注
意
欠
如
/
多
動
性
障
害
の
診
断
に
お
け
る
CP
T
の
有
用
性
に
関
す
る
研
究

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

主
任
医
療
技
師
菅
野
　
和
子

奨
励
研
究

24
93
10
12

ミ
ス
マ
ッ
チ
陰
性
電
位
（
M
M
N
）
を
認
知
機
能
検
査
と
し
て
標
準
化
す
る
為
の
臨
床
的
検
討

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

博
士
研
究
員
松
本
　
純
弥

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

24
89
01
83

統
合
失
調
症
に
お
け
る
脳
脂
質
代
謝
の
二
次
元
解
析

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

研
究
員

池
本
　
桂
子

基
盤
研
究
（
C）

22
59
12
65

統
合
失
調
症
の
病
態
に
お
い
て
ト
レ
ー
ス
ア
ミ
ン
は
ど
う
関
わ
る
か

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

博
士
研
究
員
國
井
　
泰
人

若
手
研
究
（
B）

23
79
13
44

統
合
失
調
症
死
後
脳
に
お
け
る
異
常
タ
ン
パ
ク
の
半
網
羅
的
定
量
的
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
解
析

医
学
部

神
経
精
神
医
学
講
座

研
究
員

日
野
　
瑞
城

若
手
研
究
（
B）

24
79
12
20

ド
パ
ミ
ン
系
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
系
と
の
調
節
因
子
D
A
RP
P
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
Pi
n1
の
解
析

医
学
部

麻
酔
科
学
講
座

教
　
授

村
川
　
雅
洋

基
盤
研
究
（
C）

24
59
23
07

脳
内
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド
が
全
身
麻
酔
に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討

医
学
部

麻
酔
科
学
講
座

併
任
助
教

箱
崎
　
貴
大

若
手
研
究
（
B）

24
79
16
09

麻
酔
薬
の
耐
性
と
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
関
連
薬
剤

医
学
部

麻
酔
科
学
講
座

助
　
手

井
石
　
雄
三

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
97
01

芍
薬
甘
草
湯
の
鎮
痛
作
用
機
序
の
解
明

医
学
部

感
染
制
御
医
学
講
座

講
　
師

山
本
　
夏
男

基
盤
研
究
（
C）

22
59
11
03

イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
IL
‒1
3と
B‒
1
細
胞
に
よ
る
急
性
感
染
症
予
後
制
御
機
構

医
学
部

放
射
線
健
康
管
理
学
講
座

教
　
授

大
津
留
　
晶

基
盤
研
究
（
C）

23
59
09
46

放
射
線
腸
炎
に
対
す
る
自
家
脂
肪
組
織
由
来
間
葉
系
前
駆
細
胞
を
用
い
た
再
生
治
療

医
学
部

人
間
科
学
講
座
（
人
文
社
会
科
学
）

講
　
師

中
川（
末
永
）恵
子
基
盤
研
究
（
C）

23
52
08
21

台
湾
総
督
府
に
よ
る
中
国
華
南
地
域
へ
の
医
療
支
援

医
学
部

自
然
科
学
講
座
（
生
物
学
）

准
教
授

五
十
嵐
城
太
郎
新
学
術
領
域
研
究

（
研
究
領
域
提
案
型
）

23
11
75
04

O
GF
O
D
1
に
よ
る
翻
訳
開
始
因
子
キ
ナ
ー
ゼ
の
水
酸
化

医
学
部

生
体
物
質
研
究
部
門

准
教
授

本
間
美
和
子

基
盤
研
究
（
C）

23
57
01
70

細
胞
周
期
進
行
に
お
け
る
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
形
成
と
機
能
制
御
に
関
す
る
研
究

医
学
部

生
体
物
質
研
究
部
門

講
　
師

北
村
　
拓
也

基
盤
研
究
（
C）

24
59
19
56

Er
bB
2
導
入
マ
ウ
ス
に
よ
る
新
規
バ
レ
ッ
ト
腺
癌
モ
デ
ル
の
確
立
と
化
学
的
発
癌
予
防
へ
の
応
用

医
学
部

生
体
物
質
研
究
部
門

講
　
師

北
村
　
拓
也

若
手
研
究
（
B）

22
79
12
94

胆
汁
誘
発
性
食
道
癌
発
生
に
お
け
る
er
bB
2
の
役
割

医
学
部

生
体
物
質
研
究
部
門

助
　
教

満
島
　
　
勝

若
手
研
究
（
B）

24
79
02
89

細
胞
増
殖
お
よ
び
細
胞
分
化
に
お
け
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
よ
る
細
胞
外
環
境
セ
ン
シ
ン
グ
機
構
の
解
析

医
学
部

生
体
物
質
研
究
部
門

助
　
教

小
椋
　
正
人

若
手
研
究
（
B）

23
79
03
41

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
c-
Sr
c
活
性
制
御
に
関
わ
る
新
規
相
互
作
用
タ
ン
パ
ク
質
の
同
定
と
機
能
解
析

医
学
部

細
胞
科
学
研
究
部
門

教
　
授

和
田
　
郁
夫

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
02
66

酸
化
的
環
境
の
た
め
の
小
さ
な
時
間
分
解
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

医
学
部

細
胞
科
学
研
究
部
門

准
教
授

初
沢
　
清
隆

基
盤
研
究
（
C）

22
57
01
89

フ
ァ
ゴ
ソ
ー
ム
成
熟
を
司
る
SN
A
P-
23
の
新
奇
機
能
の
解
明

医
学
部

細
胞
科
学
研
究
部
門

助
　
教

橋
本
　
仁
志

基
盤
研
究
（
C）

22
58
03
86

新
た
な
プ
ロ
ー
ブ
を
用
い
た
ゴ
ル
ジ
体
－
小
胞
体
間
輸
送
の
解
析

医
学
部

細
胞
科
学
研
究
部
門

助
　
教

荒
井
　
斉
祐

若
手
研
究
（
B）

23
78
03
48

ホ
ス
ホ
コ
リ
ン
シ
チ
ジ
リ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
の
活
性
化
制
御
機
構
と
分
泌
系
機
能
調
整
の
解
析

医
学
部

生
体
機
能
研
究
部
門

教
　
授

小
林
　
和
人

新
学
術
領
域
研
究

（
研
究
領
域
提
案
型
）

24
12
05
13

前
頭
前
野
皮
質
－
線
条
体
を
介
す
る
行
動
柔
軟
性
の
制
御
機
構

医
学
部

生
体
機
能
研
究
部
門

教
　
授

小
林
　
和
人

基
盤
研
究
（
B）

23
30
01
19

新
規
神
経
回
路
操
作
技
術
に
よ
る
大
脳
皮
質
－
基
底
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
御
機
構
の
解
明
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医
学
部

生
体
機
能
研
究
部
門

助
　
教

甲
斐
　
信
行

基
盤
研
究
（
C）

22
50
02
94

オ
ペ
ラ
ン
ト
行
動
の
発
現
に
側
坐
核
コ
ア
の
神
経
伝
達
が
果
た
す
役
割

医
学
部

生
体
機
能
研
究
部
門

助
　
教

加
藤
　
成
樹

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
01
69

神
経
回
路
研
究
の
た
め
の
新
し
い
性
質
を
持
つ
逆
行
性
レ
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
の
開
発

医
学
部

放
射
性
同
位
元
素
研
究
施
設

准
教
授

遠
藤
　
雄
一

基
盤
研
究
（
C）

22
57
01
44

パ
タ
ー
ン
認
識
分
子
H
-フ
ィ
コ
リ
ン
の
自
然
免
疫
に
お
け
る
役
割

医
学
部

実
験
動
物
研
究
施
設

准
教
授

関
口
　
美
穂

基
盤
研
究
（
C）

23
59
21
69

ラ
ッ
ト
髄
核
留
置
モ
デ
ル
に
お
け
る
全
身
ま
た
は
局
所
ス
ト
レ
ス
負
荷
が
及
ぼ
す
疼
痛
関
連
行
動

医
学
部

腫
瘍
生
体
治
療
学
講
座

准
教
授

志
村
　
龍
男

基
盤
研
究
（
C）

23
59
20
17

Ga
le
ct
in
お
よ
び
A
M
F
に
よ
る
膵
癌
新
規
治
療
法
の
開
発

医
学
部

集
中
治
療
部

助
　
教

高
野
　
真
澄

基
盤
研
究
（
C）

22
59
07
89

薬
物
負
荷
３
次
元
心
エ
コ
ー
を
用
い
た
虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る
診
断
法
の
確
立

医
学
部
（
創
薬
関
連
T
R
部
門
）
医
療
－
産
業
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

准
教
授

原
　
　
孝
光

基
盤
研
究
（
C）

23
59
18
44

ヒ
ト
乳
癌
細
胞
の
転
移
能
と
放
射
線
感
受
性
に
関
す
る
研
究

医
学
部

慢
性
腎
臓
病
（
CK
D
）
病
態
治
療
学
講
座

准
教
授

旭
　
　
浩
一

基
盤
研
究
（
C）

24
59
12
08

保
存
期
慢
性
腎
臓
病
の
病
態
と
リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
慢
性
間
歇
的
低
酸
素
の
意
義
の
検
討

医
学
部

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
準
備
室

医
監
兼
教
授
入
澤
　
篤
志

基
盤
研
究
（
C）

21
59
08
75

膵
癌
予
防
と
し
て
の
慢
性
膵
炎
早
期
診
断
法
の
確
立
－
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
造
影
超
音
波
内
視
鏡
検
査
－

医
学
部

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
準
備
室

医
監
兼
教
授
塚
本
　
和
久

基
盤
研
究
（
C）

23
59
13
33

肝
臓
に
お
け
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
と
小
胞
体
ス
ト
レ
ス

医
学
部

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

教
　
授

大
平
　
哲
也

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
93
21

脳
出
血
の
病
型
別
発
症
率
の
推
移
と
危
険
因
子
の
疫
学
研
究

医
学
部

先
端
医
療
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

講
　
師

島
雄
　
大
介

基
盤
研
究
（
C）

24
60
10
11

透
過
型
ア
ナ
ラ
イ
ザ
を
用
い
た
極
小
角
X
線
散
乱
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
開
発

看
護
学
部
基
礎
看
護
学
部
門

助
　
教

林
　
　
紋
美

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

23
89
01
70

原
発
に
よ
り
避
難
生
活
に
あ
る
糖
尿
病
患
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
と
そ
の
支
援
体
制
の
構
築

看
護
学
部
基
礎
看
護
学
部
門

准
教
授

佐
藤
　
美
子

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
99
50

大
震
災
及
び
福
島
県
原
発
事
故
後
の
看
護
者
の
就
業
継
続
の
た
め
の
支
援
に
関
す
る
研
究

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

教
　
授

荒
川
　
唱
子

基
盤
研
究
（
B）

21
39
05
69

研
究
成
果
を
実
践
活
用
す
る
方
法
の
開
発
－
看
護
学
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

講
　
師

中
島
　
淑
恵

若
手
研
究
（
B）

24
79
24
66

音
楽
療
法
併
用
リ
ハ
ビ
リ
の
有
効
性
に
関
す
る
検
討

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

講
　
師

三
浦
　
浅
子

基
盤
研
究
（
C）

22
59
24
47

が
ん
患
者
・
家
族
の
悩
み
相
談
を
受
け
る
看
護
師
の
能
力
開
発
に
関
す
る
研
究

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

准
教
授

坂
本
　
祐
子

基
盤
研
究
（
C）

21
59
27
62

睡
眠
周
期
測
定
に
よ
る
術
後
譫
妄
発
症
予
測
尺
度
の
開
発
に
関
す
る
研
究

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

准
教
授

増
田
　
元
香

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
66
00
42

独
居
・
夫
婦
世
帯
の
高
齢
が
ん
患
者
と
家
族
が
直
面
す
る
課
題
の
明
確
化
と
支
援
モ
デ
ル
の
構
築

看
護
学
部
療
養
支
援
看
護
学
部
門

助
　
教

根
本
　
紀
子

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

24
89
01
84

胃
切
除
術
後
患
者
の
食
物
摂
取
量
、
消
化
器
症
状
、
気
分
の
経
時
的
変
化
－
退
院
後
３
カ
月
の
特
徴
－

看
護
学
部
家
族
看
護
学
部
門

教
　
授

中
山
　
洋
子

基
盤
研
究
（
B）

22
39
04
42

精
神
障
害
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を
評
価
す
る
尺
度
の
開
発

看
護
学
部
家
族
看
護
学
部
門

教
　
授

中
山
　
洋
子

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
65
99
51

キ
ャ
リ
ア
後
期
看
護
師
の
看
護
実
践
能
力
の
開
発
と
そ
の
活
用

看
護
学
部
家
族
看
護
学
部
門

助
　
教

鈴
木
　
学
爾

基
盤
研
究
（
C）

21
59
28
11

福
島
県
県
北
地
域
に
お
け
る
小
児
救
急
の
課
題
に
応
じ
た
看
護
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

看
護
学
部
家
族
看
護
学
部
門

准
教
授

大
竹
眞
裕
美

基
盤
研
究
（
C）

22
59
24
46

救
急
医
療
の
場
で
の
精
神
的
問
題
を
も
つ
患
者
の
ニ
ー
ズ
と
高
度
実
践
看
護
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

看
護
学
部
家
族
看
護
学
部
門

准
教
授

大
川
　
貴
子

基
盤
研
究
（
C）

21
59
27
63

重
症
患
者
へ
の
臨
床
活
用
を
目
的
と
す
る
不
穏
兆
候
ス
ケ
ー
ル
の
開
発
と
ケ
ア
ガ
イ
ド
の
作
成

看
護
学
部
地
域
・
在
宅
看
護
学
部
門

教
　
授

結
城
美
智
子

基
盤
研
究
（
B）

24
39
05
07

福
島
原
子
力
災
害
避
難
者
の
住
民
交
流
と
健
康
支
援
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運
営
と
評
価

看
護
学
部
地
域
・
在
宅
看
護
学
部
門

准
教
授

高
瀬
　
佳
苗

基
盤
研
究
（
C）

23
59
33
84

中
高
年
者
の
健
康
増
進
の
運
動
行
動
に
対
す
る
自
己
効
力
お
よ
び
結
果
期
待
の
尺
度
開
発

看
護
学
部
地
域
・
在
宅
看
護
学
部
門

講
　
師

稲
毛
　
映
子

挑
戦
的
萌
芽
研
究

24
66
00
43

新
人
保
健
師
の
た
め
の
訪
問
指
導
技
術
・
能
力
の
評
価
ツ
ー
ル
の
開
発

看
護
学
部
地
域
・
在
宅
看
護
学
部
門

助
　
教

福
島
　
直
美

若
手
研
究
（
B）

24
79
25
68

東
日
本
大
震
災
の
被
災
高
齢
者
の
精
神
的
健
康
度
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
連
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■
 平
成
24
年
度
　
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
採
択
状
況
（
研
究
代
表
者
） 

所
　
　
　
　
　
　
属

職
氏
　
　
名

研
究
事
業
名

研
究
課
題
番
号

研
　
　
　
　
究
　
　
　
　
課
　
　
　
　
題
　
　
　
　
名

医
学
部

医
学
部
整
形
外
科
学
講
座

教
　
授
紺
野
　
愼
一
慢
性
の
痛
み
対
策
研
究
事
業

Ｈ
23
-痛
み
-一
般
-0
02

慢
性
疼
痛
の
多
面
的
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
客
観
的
評
価
法
の
確
立
に
対
す
る
研
究

医
学
部
腎
臓
高
血
圧
・
糖
尿

病
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座

教
　
授
渡
辺
　
　
毅
難
治
性
疾
患
等
克
服
研
究
事
業
（
腎
疾

患
対
策
研
究
事
業
）

H
24
-難
治（
腎
）-
一
般
-0
06

特
定
健
康
診
査
に
よ
る
個
人
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
、
保
健
指
導
と
連
結
し
た
効
果
的
な
慢
性

腎
臓
病
（
CK
D
）
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
制
度
設
計

医
学
部
臓
器
再
生
外
科
学
講
座
教
　
授
後
藤
　
満
一
が
ん
臨
床
研
究
事
業

H
24
-が
ん
臨
床
-一
般
-0
0

精
度
の
高
い
臓
器
が
ん
登
録
に
よ
る
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
専
門
医
育
成
へ
の
活
用
に
関
す
る

研
究
⑵

器
官
制
御
外
科
学
講
座

教
　
授
竹
之
下
誠
一
医
療
機
器
開
発
推
進
研
究
事
業

H
24
-医
療
機
器
-指
定
-0
08

医
工
連
携
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

教
　
授
大
森
　
孝
一
医
療
技
術
実
用
化
総
合
研
究
事
業
（
被

災
地
域
の
復
興
に
向
け
た
医
薬
品
・
医

療
機
器
の
実
用
化
支
援
研
究
事
業
）

H
24
-被
災
地
域
-一
般
-0
01

（
復
興
）

気
管
・
喉
頭
再
生
治
療
法
の
実
用
化
推
進
研
究

医
学
部
臓
器
再
生
外
科
学
講
座
教
　
授
後
藤
　
満
一
医
療
技
術
実
用
化
総
合
研
究
事
業
（
被

災
地
域
の
復
興
に
向
け
た
医
薬
品
・
医

療
機
器
の
実
用
化
支
援
研
究
事
業
）

H
24
-被
災
地
域
-指
定
-0
12

（
復
興
）

重
症
低
血
糖
発
作
を
合
併
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
性
糖
尿
病
に
対
す
る
脳
死
お
よ
び
心
停
止
ド

ナ
ー
か
ら
の
膵
島
移
植

臨
床
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

病
院

教
授

菊
田
　
　
敦
医
療
技
術
実
用
化
総
合
研
究
事
業
（
被

災
地
域
の
復
興
に
向
け
た
医
薬
品
・
医

療
機
器
の
実
用
化
支
援
研
究
事
業
）

H
24
-被
災
地
域
-一
般
-0
06

造
血
細
胞
移
植
に
お
け
る
肝
中
心
静
脈
閉
塞
症
（
V
O
D
）
に
対
す
る
本
邦
未
承
認
薬

de
fi b
ro
tid
e 
の
国
内
導
入
の
た
め
の
研
究
：
第
Ⅰ
相
お
よ
び
第
Ⅱ
相
試
験
（
医
師
主
導
治
験
）
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